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第３部 「こえの博物館」編 

 

 

 

大牟田市による平成 13年度～14年度の取組み「こえの博物館」事

業として熊谷博子氏を監督とした 110時間に渡る取材映像が存在し、

平成 15年度に映像作品群が完成し、さらにその映像をもとにした監

督作品「三池 終わらない炭鉱の物語」が完成している。 

今回はこれらの記録映像の１コマのテープ起こしを実施し、インタ

ビュー趣旨に従って若干の編集を加え、再構成した。このインタビュ

ーの聴き手（記者）は、映像の監督である熊谷博子氏。話し手は角春

日さん、古川弘さん(第２部の聞き取り編の話し手と同一人物)、竹川

一正さんの３人。この冊子ではそのインタビューを一部編集のうえ、

掲載した。また（ ）によって解説を加えている部分がある。 
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取 -取幹忘取-

記 者：熊谷博子ࠎߐ 

話ߒ手：角 春日ޔࠎߐฎ川 弘ޔࠎߐ竹川 一正ࠎߐ 

 

事ߩ概略ߣ経歴(角ࠎߐ運搬) 

取

角ࠎߐ取

ㆇ搬ߪ⑳

※

養ᚑᎿߪ入社ߕ߹ޕߔߢ

※

ޔߡ勤ߢ㧞ᐕ間養ᚑᎿޔߢ

㧞ᐕ間ߪ坑备ߩ務ᚲࠄ߆ࠇߘޕߚߒ߹ࠅ߅ߦ昭和 忙外 ᐕࠄ߆ㆇ搬

Ꮏ৻筋ޕߔߢㆇ搬ߕ߹ޔߪ人ࠍㆇ߱߇ࠇߘޔࠄ߆ࠇߘޕߨߔߢࠎ終

わࠄߚߞ石炭ࠍㆇ߱ࠄ߆ࠇߘޕ曩料ࠍㆇ߱ߩߘޕ߇主ޕߨߔߢ

৻応ޔ人車߇舞えޔ߫ࠄߥߚ各曩料߆ߣ石炭߆ߣㆇޔ߽ࠅߛࠎ ߜ

車ߪいࠆޔㆇ転手ߩ電車ޕࠄ߆ߔ߹ㆇ߮ߢ機械ߡߊߥ߿人力ࠎࠈ

庫ߩ操作ߘޔういうޕߔߢ現場ߣ㆑ߤࠎߣ߶ޔߡߞ空気ߩいい

人߽いࠆߔ作業ߡߞ渡ߦ細部ߪߦ中ޔߢߩߔ߹ߒ応৻ߢࠈߎߣ

ޔ߹ޕߚߒ߹ࠅ߽ࠈߎߣߥ高温ޔࠅ߬ߞ߿ߪ場วߩߘޔߤߌߚ

作業服ࠍ着ߥࠇߐߣߞࠂߜޔߪߡいࠃうߥ暑いߚߒ߹ࠅ߽ࠈߎߣ

過㉃ߣߞࠂߜޔߡߞߥࠅߊߞࠀߓޔߣࠆߔߢࠈߎߣういうߘޕࠄ߆

取ޕߨߔߢߚߒߢ状態ߥうࠃういうߘޕߚߒ߹ࠅ߽ࠈߎߣߥ

坑底ߦਅޔࠄ߆ߡߞ߇現場ߢ働ߊ人ࠍߜߚ乗ࠆߖ人車ࠆ߇わߌ

現場ޕߔߢߌわߊいߡ引い߇ㆇ転手ޔߡߞࠄ߽ߡߞ乗ߦࠇߘޕߔߢ

ޕうࠂߒߢߌわߊ行ߦ現場ߡࠅ降⊝ߪߜߚういう人ߘޔࠄߥߚ着いߦ

ߜ中段㧔ޔ晘通ޕߔߢߌわࠆ来ߦ坑底ޔߦߒ返ࠅ᛬ߚ߹ޔߣࠆߔうߘ

ߣߚࠅ降ࠄ߆坑底ޔߡߞ張ߞ引ޔࠄ߆ߚߞ言ߡߞ中段ޔ㧕ࠎߛうࠀ

ߩㆇ搬Ꮏ曓来ߪࠄ߆ࠇߘޕࠄ߆ߡࠅ降ࠍ斜坑ޕߨߔߢࠄ߆ࠈߎ

ࠆߥߦわޕߨߔߢߌ人車ߦ作業員ࠍ乗ޔߡߖ大体৻番奥߹߇ߢ

約イ古志志志ｍߢ߹ߎߘޔࠄ߆ߔ߹ࠅ牽引ޔߡߒ降ߘޔߡߞࠄ߽ߡࠅ

取ޕߨߔߢߌわߔ返߈引ߦ坑底ߚ߹ߢࠇ

取 取 ߦ場ߜ持ߩ各自ಽޔࠄ߆ࠆ߾ߒߞࠄ߅ߦ中ߩߘㆇ搬Ꮏ߽ࠇߙࠇߘ

行ࠇߙࠇߘޔߡߞ作業ࠆߔわޔߤߌߔߢߌ曩料ࠍㆇޔࠅߛࠎ石炭ࠍ
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運んだり、巻き上げ……ほとんど巻き上げですね。それで作業する

わけです。それと、石炭がベルトで、シュート

※

※

っていうところが

あるわけですね。そこに集約したやつ、シュートに入れたやつを炭

函（たんがん、以下同）に積む人は別にいるわけですよ。採炭の方

から来てですね。それを運搬がずっと引いていくわけですね。24

両ですか、石炭を坑底まで持っていくわけです。それは電車の運転

手の仕事になるわけですね。すると、巻き立てで仕事をする人はま

た別にいるし、ほとんど材料を運搬する作業ですね。大体そういう

ことが主な仕事ですよ。運搬の仕事はですね。 

  いのうたり（担ったり）、引いたりするっていうことは大体ない

わけで。皆、電車でほとんどしますからですね。その中には、リー

ルカー

※

とか、キャプタイ

※

を引いた電車があるわけですね。エン

ドレス

※

にかけて操作したり。ずっとついていくわけです。ついて

行かんとできんですね。その横をずっと一緒に行って。クリップっ

ていうところがあるわけですよ。牽引……エンドレスにかけてです

ね、引いていくとか。ワイヤーロープがこう通っておれば、これ、

引っかけて、その力で材料とか石炭とか引いていく箇所もありまし

たですね。 

  有明に行ってからは、そういうことはほとんどありませんでした

ね。ほとんど集約ですから、シュートで。５トンやったですね。有

明の場合は、それ積んで、三川のシュートに落とすわけです。後は

また、三川坑の運搬が、その石炭を持っていくわけですね。 

  段差があるわけでしょう。有明は 230ｍだからですね。三川坑は

350ｍでしょう。その落差があるから、そこに大きなシュートを造

ってあったから、それに有明の石炭を、そこに、シュートに落とし

て。三川は三川でそれを持っていきよったわけですね。 

 宮浦坑の場合は、ここまでベルトで上がってきておったけんです

ね。電車で持っていって、電車を……持っていったら、シュートで

炭函を返して、ベルトに移して、持って上がってきよったからです
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取 -取幹年取-

取ޕߔߢߢ߹ߎߘߪߩㆇ搬ޔࠄ߆ߛߩ機械ޔう߽ߪߎߘޕߨ

取 取 ߥ߆߹߅߅大体ޔ߽ߤߌࠆࠈいࠈい߽ߣߎい߹ߎޔߢࠇߘ

ޔߤߌߛޕߪޔߨߔߢන純ޕߨߔߢߚߞ߿ߥうࠃういうߘߪ

巻߈立ߢ߆ࠎߥߡ曩料ࠍ入ࠆࠇ場วࠅ߬ߞ߿ޔߪ注意ޔߣࠎߖ炭函

ߪߡߒ十ಽ注意ޕࠄ߆ࠆ߇ߥߟߦ故ࠅ߬ߞ߿ޔࠅߚࠇ߹挟ߦ

取ޕߨߔߢߚߞ߅ߡߒ⊝

取

事ࠍ始めߚ頃(角ࠎߐ運搬) 

取

⸥者取 取

炭鉱ߦ入ޔߪߩߚࠇࠄ周ߘ߇ࠅうࠄ߆ߚߞߛ入ޕ߆ߔߢࠎߚࠇࠄ取

取

角ࠎߐ取

取 ޔߨߔߢࠄ߆ߚߞ߆ߐዊࠎࠈߜ߽߇体ޔ㧞ᐕ間ߪ⑳ޔߨߔߢうߘ

㧞ᐕ間養ᚑᎿޔߢ㧞ᐕ間ߪ坑备ߢ養ᚑᎿߡߒߣ働いࠂߒߢߚうߘޕ

問㗴ߩ生活ޔ߹ޕߨߔߢߡߞ߅ߦ務ᚲޔߦ坑备ߪ㧞ᐕ間ࠄ߆ࠇ

ޔ߆ߣណ炭߽ߡߒうߤޔߢޕࠄ߆ߚߞ߆ఱ弟߽多ޔࠃߔߢߌわࠆ߽

直接ߪ自ಽߣߞࠂߜߪߦ……体߇ዊޔࠄ߆ߚߞ߆ߐ向いߡいߥいߥ

ޔߢߣߎいうߣ……߆いߥ߾ߓいいࠄߥいࠄߋㆇ搬ޕࠄ߆ߚߞ思ߣ

ㆇ搬ߦ配属ޕߨߔߢߚߞࠄ߽ߡߒ取

取 ޔߦㆇ搬߇いいޔ߆ߣ機械߇いいޔ߆ߣណ炭߇いいߥ߾ߓ߆ߣ

希望ࠍㆇ搬ޕߨߔߢߢ時ὐߩߘޕࠄ߆ߚߞ߆ߐዊ߇体ޔߨߔߢߡߊ

取ޕߔߢߌわߚߒ

取

取

⸥者取 取

実㓙ߤߡߺߡߞߐߥޔうޕ߆ߚߒߢ取

取

角ࠎߐ取
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 そうですね、まあ、運搬一筋で定年まで無事勤めたんですけど、

採炭なんか……そうですね、日曜日なんか炭函調査に行ったとき

なんか、払

※

を当たったことがあるんですけど、途中まで行って、

向こうまで……大体 100ｍ払かな。 

途中まで行ったことがあるわけですよ、払の中を。そうしたら、

やっぱり怖くなって、戻ろうかなあと思ったけど、戻る分だけ先さ

ん行けばいいからということで、行ったことがあるけどですね。本

当にやっぱり、相当に気合を入れんと、そういうような仕事はでき

んとやなかろうかなあと思うたからですね、募集のあったとき、申

し込もうかなあと思ったけどですね、やっぱりお袋が、ちょっとや

めてくれというようなことやったけんですね。そのまま運搬工で定

年を迎えました。 

  

初めての坑内の印象と坑内環境(古川さん・山野と三池・掘進

と採炭) 

 

記者  

初めて下がられた印象はありますか。 

 

古川さん 

 ええ、やっぱり最初(山野炭鉱)の印象っていうと、今でも忘れん

ですよね。実習の時から、採炭するために、火薬を仕掛ける前に穴

を掘る穿孔作業があるわけですね。その作業の機械が、あの当時は

ジャック・ハンマー

※

っていったんだと思うけど。現在ではレッグ

ハンマー

※

とか。結局、圧縮した空気を利用した動力系でして。そ

れが音がひどいんですよね。だから、実習なんかの時は、指導員と

それから子供みたいのが４人ぐらい、ずっと押してですね。結局、

人間の押す力で穴をずっと掘っていくから。で、その穴が大体１ｍ

～1.3ｍ堀った時点で、また別の穴を掘る。それに火薬を仕掛けて、
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取 -取幹イ取-

石炭ߩጀࠍ粉⎈ޔߡߒ石炭ࠍណߡߞいߊわߩߘޕࠄ߆ߛߌ機械ࠎߥ

いߥࠇࠄ考えߣߞࠂߜޔࠄ߆ߛޕߨߔߢ߇音ޔࠄ߆ߚߞ߆ߏߔ߇߆

߈大ޔ㧝人߆誰ޔࠄ߇ߥߒࠍ作業ߊいߡߒࠍ機械ߩߘޔ߽ߤࠇߌ

ޕߢ音ߩ機械ߩઁޔߨࠃߔߢࠎいߥࠄ߆ಽ߽ߡいߡߞ歌ࠍ歌ߢ声ߥ

耳ޔ߽ߤࠇߌߔߢࠎࠈߜ塵肺߽߽ޔߪ人ߚいߡ働いߢ坑ౝޔࠄ߆ߛ

取ޕߨߔ߹思いߣ߆いߥ߾ߓࠎߚ悪い人߽比較的いߩ

取 取 排気坑ޔ߈ߣࠆߔ当時入坑ޔߪ⑳

※

ߛߩ߽ߚߞ߇人車坑ߦ

ޔߩߘޕߒいߥࠄ߆ಽߣ排気ߣ入気ޔߣߊ߅ߡߒߦ߹߹ߩߘޔࠄ߆

排気坑ߣߞࠂߜߩ入ߩࠈߎߣߚߞޔߦ大型扇風機ߘޔߡߞ߇

ޔๆߣߞߕࠍ排気ߩߎ い入ߡࠇいߦߎߘޔߨߔߢࠄ߆ߚ鉄ੑߩ㊀門

ߔߢࠎߚߞ߆ߥࠇࠄߌ開ߣいߥߢ動力ߩ搾空気ߪߎߘޔߡߞ߇

……߇音ߥ߈大ޔߩ߈ߣࠆ߆開ޔ߆ߣ時ࠆ߹閉ޔ߇機械ߩࠇߘޕߨ

ޕߨߔߢߚߞ߆ߒࠈ恐ࠅ߬ߞ߿ޔߡ響いߊࠃߪߦ耳ߩ忘外ᱦޔ㗃ߩߘ

音ޕ߇ߩ߽ߩߘ作業……結局ޔ落⋚故߆ߣいう作業ޔ߽ࠅࠃ

取ޕߨࠆߣ覚え߽ߢߪߩߚߞ߆ߒࠈ恐ߪ暷初ࠅ߬ߞ߿߇音ߩߘ

取

⸥者取 取

取ޕ߆ߚߒߢうߤߪ߆ߣい߅ߦ

取

ฎᎹࠎߐ取 取

㧔笑い㧕……取ߪい߅ߦ

取

取

角ࠎߐ取 取

取ޕߨߔߢ全然㆑うߪい߅ߦ

取

ฎᎹࠎߐ取

取 初ߡਅ߅ߦޕߪ߈ߣߚߞ߇いޕ……߇入気坑

※

変ߤ߶ߐߪߢ

わߥࠄいޕߨߔߢࠎ排気坑߽ޔߣࠆߥߦうޔ坑ౝޔߣߞߕࠍ入
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取 -取幹幸取-

気坑ޔࠄ߆坑ౝ全体ࠍ回߇ࠇߘޔߚ߈ߡߞᐲޔ坑备ߦࠆ߇前

߆多い߇排気坑ߪ人ޔ大体ޔߪߩいうߣい߅ߦߩ排気坑ޔߩ

ޔ߽ߢ時ὐߚߞ入ߦߎߘޔߨߔߢࠄ う߅ߦいߣ࠶ࡠࠦ߇変わޕࠄ߆ࠆ

Ḩᐲߩ高いࠞޔ ߎߣ多いߩḨᐲߩ排気坑ޔ坑ౝޔ臭い……実㓙ࡆ

߇ࠈߎߣࠆいߡߞ߇ਅࠄ߱߇ߟ߿ߩ綿状ߣߞߕࠄ߆夕井ޔߪࠈ

ޔ結局ࠠޕࡆࠞߩ種৻ߚいߟߦ木曩ޕࠄ߆ࠆ ߆ߩ߽ߥうࠃߩ類ࠦࡁ

ߣ排気߇ࠇߘޕߨߔߢߡߞ߇ߩߚߒࡅࡅࡅࡅޔ薄いޕߥ

風ޔߨߔߢ߇ߩࠆࠃߒ࡙࡙ߦ㧝人ߢ坑ౝߩ晶いߦߎߣ行߈ߣߊ

取ޕߨߔߢߚߞ߆ߥߒߪいい気色ࠅ߬ߞ߿ߪࠇߘޔߦ

取 取 ߢいߥ߾ߓࠎいߥࠇᔓߪ人ߩ現場ࠅ߬ߞ߿ߪい߅ߦߩߘޔࠄ߆ߛ

取ޕߨ߆ߔ

取

角ࠎߐ取

取 ⁛特߅ߦߩいޕߨߔߢᘠߣࠆࠇ何ߥ߽ߣいࠃうߤߌߔߢࠎࠆߥߦ

ޕߨߔߢい߅ߦߥうࠃいߚߺߡߞ߅ߦߣߞࠂߜޔࠎߵߞうい߽ޕߨ

日曓⊖ฬ酒ߩ㧝ߦߟ入ߚࠇいࠃう߅ߦߥいޕߔߢ取

取

ฎᎹࠎߐ取

取 ⁛特ޔߨߔߢ坑ౝ߅ߦߩいޕߪ取

取

経歴ߣ坑内現場ߩ状況(竹川ࠎߐ繰) 

取

⸥者取 取

取ޕߡߒࠄいߡ聞いࠍߩޔ߆ߔߢうߤ

取

竹Ꮉࠎߐ取

取 ಽޔߣߎߣࠆ߆ಽߪ⑳ޕߔ߹ࠅߣߎߣࠎࠄ߆暼明ߦ入߇ߩߚߞ

故ߚߞߩᐕߦ入ߢࠇߘޕࠃߔߢߞߚߞ暼明ߩ故ߚߞ߆ߥ߇場

วߪ㧔故߫ࠇߌߥ߇㧝暻ߦ入੍ࠆ定ߣޔߚߞߛいう意味ߣ思わࠇ
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る）、その１月やった、１月の 18日やったですね。そのときに大雪

が降って、大牟田の町はもう大変なことになって。それの後に、１

月に入る予定やったのが、２月が保留になって３月に入ったわけで

すよね。そして、試用員（しよういん）期間っていって、今お２人

がおっしゃられた２年間の、何って言いなはったですたいね、養成

工、そういう働き手として試用員期間といって、３カ月の見習い期

間があるわけですね。先山

※

さんについて、という。そのときに私

が最初に配属されたところが掘進

※

※

※

やったです。 

 それから、掘進の仕繰 をやったんですね。それが終わって、払の

仕繰の方に回されたわけですよ。払の仕繰っていうことは、結局、

何っていうんですか、人車から降りて、現場に行く道中の、今言い

なはった、枠

※

と枠の間に、ずっと当たり を付けていくわけですよ。

天井からこぼれてこんようにですね……補修作業ですか。そういう

のとか、レールの補修作業とか、最終的に払がしやすいように、結

局、仕事を進めていく仕事やったんですね。それから三交替

※

に行

きまして、今度は動枠

※

の据え付けとか、動枠の解体とかっていう

風な作業の方に回されたわけですね。 

  そうして一番最後は、何年やったですかね……60 何年ぐらいや

ったですかね、４、５年入ってからやったけどね。……途中で人員

整理になったわけです。それで、昔なら辞めんところが、いっぺん

にボーンと辞めていったもんで、会社が歯止めかけたわけですよ。

こげん辞めてもらうと炭鉱の方が困るということで。それで、払の

方の人たちが少なくなって、そこで一応、もう仕繰という仕事をな

くして、払とか掘進の方に、最前線の方に人員を求めるようになっ

て、私は採炭の方になったです。 

  私が入ったのが、雪の降った、事故のあった後に入りまして。開

発と仕繰……開発に３カ月の試用期間と、それが終わって採炭の方

に回されて。採炭仕繰……今ここで話が出ましたが、採炭の仕事と

いうと、二度使用坑道っていうて、採炭が行った後、行く前の、こ
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取 -取幹没取-

ߎߘޕߨߔߢߌわࠆߊߡࠇ潰ࠎߤࠎߤޔ߇方ߩ前ࠆߊߢࠎㅴߦߜߞ

ߎߘޔߢߩࠆߥߦ状態ߥうࠃߩ巣ߩࠠ࠲ޔߡߞいߡߞ穴ࠠ࠲ࠍ

ޕߔߢߌ暑いわ߇ߜߚ人ߩ払ޔߣࠎߖߊࠃࠍ流通ߩ空気ޔߡߍ広ࠍ

ޔ߽ߢߎߘ うޔᐳࠄߥߚߞᐳߩࠅ߉ߚߞ作業ߘޔߡߞߥߦ߆ߣうい

う߇৻番ޔߨߔߢߚߞ߆ߟ߈繰ߩ場วޕߪ取

取

動枠ߩ立ߡઃߣߌ撤去(竹川ࠎߐ繰) 

取

取 竹Ꮉࠎߐ取

取 取 ਃ交暶繰ߪࠄ߆ߡߞߥߦ……何ߡߞ言う߆ߔߢࠎ……動枠ߩ

立ߡઃޔߌ撤去ࠄ߆ߚߞ߿ࠍ良ߩߘޕߤߌߔߢߚߞ߆動枠ߩ据えઃ

据ߦ順番的ߣߞߕࠄ߆方ߩ排気ޔߡࠇ入ࠄ߆入気坑ޔߪ場วߩߌ

えߡߌߟいޕߡߞᐲߩߘޔߪ枠ࠍ撤去ࠆߔ場วޔߪ密閉ߣߚࠇߐ

ߎいうߣ優వ߇方ߩណ炭ޔࠎࠄㅍߪߦࠈߎߣߩઁߪ風ߥ余計ޔߢߎ

ޔ߽ࠎߌߛࠎ߽ࠆߔߢࠈߎߣߥうࠃߚࠇߐ密閉ޔ結局ޕߢߣ ߩ

取ޕࠃߔߢߌわ߆暑ߊߏߔ

取 取 ޕߪ߈ߣߔ出ࠍ枠ޔߨߔߢߌわࠆߊߡߞ持ࠄ߆逆ߪᐲޔߢߎߘ

車࡞ンࠣࠕ

※

ߢ࠴ンࠖ࠙ޔߡߖ載ߦߩߩういうߘޔߡߞいߡߞ

引ߞ張ޔߡߞ炭函ࠆޔ߆ߣいߪᐔบ車ߘޕߨࠎ߽ߔߢߚߞ߇う

いうߦߩ載ޔߡߖ坑备߹ߢޔ߽߇ࠇߘޕߨࠃߔߢࠎߚߞࠃߍ う৻

番暷後㗃ޔߣߞ߉ࠆߥߦ全部ߩ(動)枠߫ขߒߡߞ߹わ߽ࠎߌߢߣࠎ

ߦవޔߡ߈ߡߞ持ࠍ࡞ޔߚߞߪߥ言い……ࠍ柱ޔߨߔߢߢࠎ

鉄柱ߢ打ޔߡߞ鉄柱ࠍ回……ޔߢࠇߘ全ߡ回ޕߢࠎ߽ࠎߥࠎߖ

ߎࠄ߆ޟޔߪᐲߦߎߘ

※

㧔空木積ޠ

※

ߡߞいߣ㧕ࠆࠇ思わߣߣߎߩ

四角いࠍߩ幾߆ߟ作ࠆわߡߒߘޕࠃߔߢߌ夕井ࠍ支えޔߡ夕井߈ߦ

水鉄柱ޔߢ࡞ޔߡ߈ߡߞ持࡞ࠄ߆ࠇߘޔߡߡ当ߦいࠇ

※

ޔߦߚࠆߔ撤去ߪᐲޔࠍߩߚߍࠍ水鉄柱ޔߩߘޕߡߍߢ

坑木ߢ支えޕߡ暷終的ޔࠍߎߘߪߦ網ࠍ張ߡߞ密閉状態ߘޔߡߒߦ

取ޕߨࠃߔߢߌわࠆߔ終了߇払ߢߎ
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取 -取幹緑取-

取 取 ߽ࠎ߈)金木ޔߚߞߪߥࠎࠃ言ޔߪࠄ߆ߡߞߥߦណ炭ޔߢࠇߘ

いߣ木ߪ枠ߩ脚ࠆ支えࠍ梁ߩߘޔ鉄߇枠ߩ梁ࠆ支えࠍ夕井ޔߊ

う意味)ߡいう߽ߪ߈ߣߚߒ߇ߜߚ⑳ޕࠈߎߣう金金(ࠎ߈ࠎ߈)ߦ

ߣ夕井߽金ޔߢ࡞脚߽ޔߪߩ言うߡ金金ޕߨࠃߔߢߚいߡߞߥ

いうޔߢࠇߘޕߨࠃߔߢߣߎ払面(ࠥ࠻面ߣߣߎߩ思わࠆࠇ)߇

忘古志志志ｍࠄߋߣߞࠂߜいࠂߒߢߚߞうޕㅴࠆߊߢࠎ方ޕߨߔߢ߇

ߔえࠅ߬ߞ߿ޔߢߎߘޕߨࠃߔߢߚߞ߿大体忘イ志ｍ払ޔߣࠆߔうߘ

߆ߔえ߇ߜߚ⑳ޔߤߌߚߞߪߥࠎࠃ言ߡߞࠅ炭壁返ޔߪߟߚߞ߆

ޔߡ言うߜ(うࠀߜߞ㧔߫ޠ抜柱ޟޔࠍ枠ޔߡߒ枠߫移動ޔߪߟߚߞ

ਅࠆߍわߦ߈ߣߩߘޕࠃߔߢߌ夕井ࡏࠄ߆ンޔߡ畳㧝枚ߣいわࠎ

岩߽ߦ߈ߣߩߘޕࠃߔߢߣߞߩ߈ߣࠆߊߡߍ߸ߞߟޔߩう逃ߍ場

߫失う߽ޔࠄߥߚうޔ失うޔ߆㓚ኂ者ߣ߆ߜߞߤ߆ࠆߥߦいうޕ取

取 取 ࠃߔߢߌわࠎࠇ߹ㅴࠎߐ前ޔߣߞ߉ࠎߖ補修߫ߎߘޔߣࠆߔうߘ

自走枠ޔߦߎߘޔ߆ࠎߥޕߨ

※

ߘޕ߇ࠎߌߛࠎ߽ࠎ߆ߟ߇方ߩߩ

ߢߎߘޕࠆߚߏいうߡߞ地獄ޔߡߴ並߆ߣ何߆ߣ坑木ߦߎߘޔߢࠇ

ޕいうߣߊいߢࠎㅴߡߒ出ࠍ枠ࠄ߆ࠇߘޔߡߞ作ࠍ仮夕井ޔߨߔߢ

ޕߢߓ感ߥいう風ߣࠎࠇࠄ掘ߪ炭ߪ方৻ޔࠄߚߞߥߦߣߎういうߘ

ੑ方ࠄߋいߡߞ߆߆修ᱜߚ߹ࠄ߆ࠇߘޔߡߒㅴߢࠎいߣߊいうࠃう

取ޕߨߔߢߚߞ߽ߣߎߥ

取

炭鉱ߩઁߣ職場ߩߣ違い(竹川ࠎߐ繰)取

取

竹Ꮉࠎߐ取

取 ࠍ㧠人子供ޕߚߒ߹ࠅ入ߦ炭鉱ߡ辞ࠍ会社ߩ前ޔߪ⑳ޔߢࠇߘ

持ޕߡߞ߅ߡߞ多ಽޔ多ߚߞ߆方ࠈ߿うߣ思うޔߨߔߢࠎイ年(ᱦ)

ߥࠎ߆いߥ߆いߡߴ食ߡߒ߆うߤޔߢࠇߘޕߪߣߎいうߡߞ㧠人ߢ

取ޕߨߔߢࠎߡߞ߫ߣߚߞ߹ߪߦ結局炭鉱ޔߢߣߎいうߣ

⸥者取 取

取ޕߪߩいうߡߞߩ炭鉱ޔߡߴ比ߣߩ前ޔߣࠆߔうߘ
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取 -取没志取-

竹Ꮉࠎߐ取

自ޕߡߞߥ߆ߟ߆ࠃߡߞࠄ߽ࠎߍߎޔࠄ߆ߡߞ行ߦ炭鉱ޔߢࠇߘ

ಽࠄ߽ߥߍߎޔߡߎߥࠎ߶ߪう߶ߤ߫ࠈߛࠎߚߒうߡߞ߆いう

㧕ࠍ㧔ޔߩߡߒ対ߦ自ಽޕ߆ߔߢࠎいうߡߞ半信半疑ޔ߇ߣߎ

ߛߞ߆ࠃߡࠈ߽ࠎߍߎޔࠄ߆ࠎߌߚߞߛ報酬ߩߡߒ対ߦߣࠎࠄ߈ߒ

取ޕߨߔߢߚߞ思ߪ暷初ޔߡߞ߆うࠈ

取 取 暮ߢޕうࠂߒߢߞߚߞ߿ᢜ߇ߟ߿ߚߞ߆暑ޔߪ番ᢜ৻ޔ߬ߞ߿

ޕߨࠃߔߢߞ߆ߥ߇ߜい風ߚ冷ޔߤߌࠆ߆ߣ何߆ߣ風ߣߞࠃߒࠄ

߽うߤࠎߣ߶ޔ排気ޔߩ払ޔߡߞߦߪ⑳ޔ߇ࠆߪߥࠎࠃߒ終端

※

ޕߚߞࠃߒߦ大体専門ࠅ߆ߞ終端߫ޔߢޕࠎߌߚߞߣ好い߇方ߩ

終端ߡߞいうޔߪߩ温㧔ߊߧ㧕ޕߨࠃߔߢ߆落ߡญߢ機械ߩ㧝ߟ

ߩߘ跡ߩ払ޔߣࠆߔうߘ……跡ߩ払ߣߞߕ߇風ߚߞ持ࠍ熱ޔߡߞ

ޔ߇風ߚ߈ߡߞ回ࠍߎߘޕࠃߔߢߌわ߆(ߊߧ)温ߚ߹ߪᐲޔ߇ߩ߽

終端ߩ方ߦ流ߘޔߢࠎ߽ࠆߊߡࠇうࠂߒߢࠆߔߪࡒࠧޔߣࠆߔうޕ

入気坑࠲࠶ࠞࠄ߆

※

粉炭ޔ߇ࠆࠃߌ߆ߪ水ޔߣߊいߡߞಾߢ

※

的ࠎߤࠎߤޔߩࡒࠧޔߥ流߽ޕߡ߈ߡࠇうޔ自ಽ߇手߽ߡߒࠎߍߎ

見えࠀߜࠎうࠆߚߏ状態ߩ時߽ޕߨࠎ߽ߔߢࠆ取

取 取 ޠい߆ๆうߪ煙草ޟޔ߇ߟߚࠇ言わߦ߈ߣࠆߔ入社ޔߟ৻ޔߢࠇߘ

߆ߚߞߣ勤ߌߤޔࠄߚߒうߘޕޠߔߢๆうޔいߪޟޔߡࠇ言わߡߞ

いߡ言わߣߞࠂߜޔߡࠇ作ᚲޔࠄߥ……ߢ煙草ࠍๆう人ߣๆわࠎ

人ߪ鉱長ޔ߇給料面ߢ㆑うࠈ߿うޕߣ何ߪߜߞߎޔߡߞߢ思うࠎߚ

…߆ߔߢ言うߡߞ何……ߢߎߘߪ煙草ๆう人ޔࠄߚߒうߘޕࠃߔߢ

…操業時間߽煙草߫ๆうߡ休憩߫ޕ߫ߣ߆߆ߥ߾ߓࠆࠃߒ ޔ߇ࠎߡߞ

煙草ๆわࠎ人ߡߞ߆߆ߥ߾ߓߣߞࠃߒߣߞߕߪいうߘޔういう観

念ߩ㆑いࠀߜߞうߘޕߨ߆ߔߢࠎういうޕߨߔߢߚߞ߇ߩ取

取 ޔߣࠎߖ対処ߢ自ಽޔߪߦ߈ߣߚߞ߆ࠎߥ߇自ಽޔߪߟ৻ߣ

晶うޔߡߒ誰߆ࠎߍߤޔߡߞ߅ߦߎߤ߇風ߥ配置ߢ人間߇ࠃߒ

ߡ手当ߩ自ಽߢ自ಽߪߢ߹ࠆ来߇人ޔࠎߌࠎࠄ߆ಽߪߣߎいうߡߞ

߽߆ߟ߆ߒ߆߅ߣ言うߣߎういうߎޕ……ߢߣߎいうߣいߐߥߒߪ
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しれんけど、大体サラシば巻いとるか、私たちのときは女性用のス

トッキングを持っときなさいというようなこつは言われてるんで

す。 

  それと、暗すぎて、電気消して、「ワフ」というて脅すなという

ことね。ショック死するから。誰もおらんとっとに、電気消しとっ

て、にやがりょって、向こうから友達の来たけんが、「ワフ」てい

うと、そういう例もあると。だから、そういうことはしてくれるな

と言われてて。そうすると、自分ば一番守っとは水と。それで、絶

対に坑内から坑外に上がるまでは、水を捨つっといかんと。何か途

中であったちゃ、水のあるなら、どんくらいかだけは生き延びられ

るけんから、水だけは捨ててくれるなって言われたことのあったで

すかね。 

 

 

 

炭鉱で教えられたこと(竹川さん・仕繰) 

 

竹川さん 

  ばってん、今考えると、炭鉱んごと良かったとこはなかったです。

私は。はい。 

  炭鉱で教えられたやつは、かなりあるですよ。(炭鉱が)潰れてか

ら仕事ばしよるけどですね、やっぱ、人間関係ていうとがものすご

くあって。する人、せん人、好きな人、嫌いな人っていうとがあっ

たですよ。そうすると、先山で任せられたぎっと、任せられたしこ

の仕事はせなあかんとですよね。それが、もう人が動かんなら、自

分でせんならでけんです。そういうのは上に上がっても、勉強に

はなったなと思うですよ。 

 やっぱ、頭に行く人は順繰りで行くも、仕繰あたりはそういうの、

あるにはあるけど、やっぱ、払とか掘進になった場合は、もう固定
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された人が頭ですもんね。結局、この人に寄ると、係員よりも詳し

かっていうような人が、大体長年の経験とか、そういうのが一番の、

会社にとってもあれやったでしょう。 

  何っていうか、話は違うかもしれませんが、入社したときに、「あ

んたたちは何十万の仕事すっとよかつよ」って。係員も何十万でよ

かです。係長あたりは何百万、課長は何千万、ばってん鉱長は億っ

ていう仕事ばせんとでけん。……て言われたのが、炭鉱に入ってか

らやったですね。 

  それは何だかなと後から考えたら、結局、けが人とか、死人を出

さんために、鉱長あたりは努力ばせんといかんとで、それでお金に

換算すっと、補償とか、そこの現場が止まるとか、そういうので、

億っていう金ば稼がんとでけん、と言われたつかなと、私は１人考

えたですよ。 

  私たちは、ヘイヘイの下っぱやったけんがら、炭ば掘りゃ、その

炭のカット数だけで頭割りしてなんぼっていう、そのお金をもろと

ったけんがら、そこまで言われたときには、ああーと思たですもん

ね。 

 

坑内の第一印象(竹川さん・仕繰) 

 

記者  

最初に下がったときはどんな印象……。 

 

竹川さん  

その時入ったのが 10 人ぐらいやったですかね。一緒に入った…

…。そして、保安の係長からずっと連れていかれたんですよ。その

ときは、１回目に入ったときは……何ちゅうですかね……きれいか

とこかばっかり見せていきなはるわけですよね。結局、辞めてもら

うと困るっていうか、どこの会社も一緒かもしれんけどですね。 
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 だけど、排気道とか何とか、現場近くになってくっと、「整理整頓」

とは書いてあるが、実際の整理整頓ではなかわけですよ。もう、使

いよかとこに何かあるっていうような感じで。だから私たちの、一

緒に入った人は、その日には辞めんやったが、その日に辞めた人も

おるわけですね。炭鉱っていうとが、今言いなはったように、入気

と排気の、格差のものすごかあるですもんね。そこでやっぱ、にお

いとか、あったじゃなかですかね。 

  やっぱりそこに得手不得手じゃなかけど、合う、合わんのあって、

自分にはやっぱ、人間としてそこはちょっとていうごたる風な人は、

辞めてったんじゃなかつかなと思うですけどね。 

 

古川さん 

  せっかくいいにおいっちゅったつに…(笑)。 

 

角さん  

慣れやね。慣れですよ。 

 

竹川さん  

そうですよ。その慣れも、時間のかかるでしょう。そこまで行く

ためにはですね。全てに対しての……何っていうんですかね……シ

ャバっちゅうか、丘で働きよったっちゃあ、最初、鳶のような仕事

ばするきっど、やっぱ、最初はえすかばってん、そいつが慣れて

くりゃ、もう怖くない、もうそれが当たり前っていうような、危険

性を含んだとこですよね、それは。慣れていうとは。 

 古川さん 

 結局、後から入った人が、いろんな職業を経験してきとるもんな。

俺たちの場合はもういきなり炭鉱だけやもん。 
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取 -取没外取-

取

角ࠎߐ取

取 俺ߥߡ߈ߡߒࠎ߇ߘߪいޕߨߔߢࠄ߆ߤߦうࠀߜう߆ߥߪߣߎ

取ޕߨߤࠇߌߚߞ

取

ฎᎹࠎߐ取

取 ߢࠆߊߡ出ޔߩ差ߩ人ࠆߣߞ知ࠍ以备ߎߘޔߣ人ࠎࠄ知߆ߒߎߘ

取ޕߨࠎ߽ߔ

取

角ࠎߐ取

取 いߥࠎࠈ職業ޔ経㛎ߚ߈ߡߒ人߫ޕࠄ߆ߛࠅ߆取

取

竹Ꮉࠎߐ取

取 ⧰ߩࠄ߆ߡߞߥߦ閉山ޔうߎߪޔߪߜߚ人ߩ炭鉱৻筋ޔߢࠇߘ

労ߡߞいうޔߪߣ並大抵ߣ߆ߥ߾ߓࠎ߽ߩ思うߎޕߪ⑳ޔࠃߔߢߣ

取ޕߤߌࠎࠄ知߆ࠆߪߥう思いߤߪ㧞人ࠄߜ

取

角ࠎߐ取 取

取ޕߥߪߡߞࠃߦ人ߩߘޔ߹

取

竹Ꮉࠎߐ取

取 取ޕߨうࠂߒߢうߘޔ

取

⸥者取 取

取ޕߪࠎߐ竹Ꮉޔ߆ߚߒ߹ࠇᘠߋߔ

取

竹Ꮉࠎߐ取 取

食うߡいߡߞࠎߌߢࠄߥࠎ߆いう߇ߣߎవޕߨߔߢߚߞ߿食ߐߴ

ߌߢࠄߥࠎߖ辛抱ޔޔߢߩういうߘޕいうߡߞࠎߌߢࠄߥࠎߖ
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取 -取没イ取-

ߢߣええޕࠃߔߢߚߞ߆ߟ߈ߪ試用期間ߩ㧟ࠞ暻ޔࠎߡߞ߫ߘޕࠎ

い岩粉ࠄߋ㧞回ߦ暻ޔ結局ޔߪ中ߩ坑ޔߨߔ

※

散Ꮣࠀߜうޔߡ

わࠆߡߒߺ山積ߦ㧝ࠞᚲޔࠍߟいߘޕߊ撒ࠍ岩粉ޕࠃߔߢߌわࠆ

大体߇ࠇߘޔ߇߈ߣࠎߥࠎߖ配列ࠍࠇߘޕߨࠃߔߢߌ 忙志送普 いࠄߋ

ߚ߹ޔߡߞいߢ担いޔߡいうߡߞ何⊖ｍࠍߟいߘޕߨ߆ߔߢߚߞ߿

戻ߚ߹ޔߡߞ担いߢいޕߡߞ暷初߇うߪߜ近ࠄ߇ࠎߌࠆߦߎߣ߆

良ߩߎߘޔࠎߛࠎߛޔࠎߡߞ߫ߚߞ߆㔌ߦߎߣߚࠇ置いߡいޔߡߞ

排気坑ߡߎߥࠎ߶ޔߪ߈ߣߞߔ߫߆ߣ汗߮ޔ߽ߜࠅࠂߒߞ うޔᏫ

߽ߔߢࠆߩࠇߥうࠃいうߡޔࠎߌߢࠄߥࠎ߆ߣߒᱷߌߛ力ߩࠅ

取ޕߨࠎ

取

ฎᎹࠎߐ取

取 坑ౝࠬࠟޔߩ爆⊒ߩ防ᱛޔߦߚߩ決ޕߨࠃߔߢࠎߚ暻㧞回ޕ

取ޕ……ࠍࠇߘ

取

角ࠎߐ取 取

粉炭ޕ……ߩ取

取

ฎᎹࠎߐ取

取 水ࠍ袋状ޔߣߚߒߦ入ޕࠅߚࠇ爆⊒ߩߎߘ߽ߡߒ部ಽߢᱛ߹ࠃࠆ

うߩߘޔߢޕߨߦ岩粉ߡߞいうࠅ߬ߞ߿ޔߪߩ岩ߩ粉ࠄ߆ߛ㊀いࠎ

取ޕߨࠃߔߢ

取

竹Ꮉࠎߐ取

取 力ߪ強うޔߣࠎߖޔࠎߡߞ߫ޕߣߞߜޕߨߔߢࠎߡߞ߫ߚߞߥ߹

取ޕࠃߔߢߚߏࠆߪߣߎߥ習性的ߩ人間ޔ߆いうߡߞࠆ戻ߦరߚ

取

辛ߣߎߚߞ߆(竹川ࠎߐ繰ޔฎ川ࠎߐ採炭及び掘進) 
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記者  

最初、辛かったですか。 

 

竹川さん 

 辛かったこと？辛かったっていうとは……暑かとこで仕事すっ

とが辛かったですね。もう……本当に暑かとこは、言よんなはった

ごつガスじゃなくて、温風の吹き出てきよったけどね、解体すっと

きは。偉か人の回ってきなはるでしょう。「こげん暑かなら仕事さ

れん」って言いよっと、「サウナに行ったって思うてくれんか」っ

て言わしたですもんね（笑い）。ほんなこて暑かとこは、ヨダレの

出たり、何たりするんですよ。仕事しよって。犬じゃなかけどです

ね。そうするともう、そこに 10分も行っとっきるならよか、もう、

通気門

※

ば開けて、外さんちょっと出ろ言うて、仕事半分、休憩半

分っていうような、仕事やってたんですよ。そういうとこは、ちょ

っと……ばってん暑かつにも慣れたですね。それも慣れやったかも

しれんばってんがらですね。 

  それで、私たちが入ったときは、安全靴から、全部もう、炭鉱の

中では完全装備やっただけんじゃろうけど、先輩たちのおんなはる

ところでは、草履からも順番のあってですね。安全靴履くとにも抵

抗のあったという時代もあったという話も聞いとりますからね。 

 で、何か一つば変ゆるっていうこつは、どっかに何かの伴うという

ですかね、そういうこともあったじゃなかつかなと思う。今の時

代もそげんやろって思うしですね。それで、苦労したというとは、

もう、暑さやったですね。苦労というか、きつかというか。 

 

古川さん 

湿度が高いし。 

 

竹川さん  
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はい。それはもう、そこで仕事した人間じゃなかと分からんです

よ。ほんなこて、ヨダレの出るごと暑かごとあるっちゅうこつはな

かですもんね。上は。 

  そしてもう、自走枠だけじゃのうして、レールまで撤去せれて言

わるると、延々と続いておるけんですね、レールば、今度はいのう

て（担って）こんなでしょう。そいつの、炭函のあっとこまでいの

てきて、結局、炭函に載せて、そいつばまた上に上ぐるか、払に使

うかというような、そういうことばしよったけんですね。 

  それで、機械化されとっていうとは、もう最前線だけですよ。後

はもう、人海戦。その、いないもん(担ぎもの)がほとんどですよ。

それでもう、天井の低かとを鶴はしに打ちかけて、そこに乗っとる

３ｍの坑木ば鶴はしで、自分がこげんなって引きずっていくか、番

線できびって、何本要るけん持ってけって言われると。それで、現

場に来たなら、昼飯ば食うたなら、何なっとん担いでけて言われよ

ったですね。払の長さに来るためには、何かの必要やけん、そこに

ある坑木やろが、半割り（坑木を割ったものか？）やろが、そうい

うのを持ってきなさいって言われよってですね。 

  水の多かったけんですね、長靴に……革靴ちゅうわけにいかない

けん。それでやっぱ、水に泣かされたですね。汲み上げてから、そ

この払の始まるまで何日か置くけど、その時の、もう天井まで水の

来て、全部パーになったいうこともありよったですよ。 

 

古川さん 

俺も山野から来て、やっぱり有明が一番水が多かったですね。や

っぱりもちろん、海底でもあるし。三池の場合ほとんど海底ですけ

ども。やっぱり、有明が一番水が多かったですね。で、質が悪かっ

たですね。ちょっと塩分を含んでまして。私、山野から宮浦、当時、

掘進……ある程度、水の中に足が入った状態で作業をすることが多

かったんですけども、有明に行って何日目かで、足が痛いから見て
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ޕߨߔߢࠎߚߞ߆ߥ߾ߓ水虫ޕߡߞߥߦ水虫状ߣߞࠂߜޔࠈߎߣߚߺ

水ߩ関係ߣߞࠂߜޕߢ皮ޔࠅߚࠇߊ߇穴ߣߞࠂߜ߇空いࠃߚうߥ

状態ࠍࠇߘޔߢޕߨߔߢ人ߦ言う߽ޔ߇ࠈߎߣߚうޔࠅ߬ߞ߿入坑

いߡߞ塗ࠍߩ߽ߩ沟状߆ࠎߥޔ߆ߣいいߣߊいߡߞ塗ࠍ塩ߦ前ࠆߔ

ޔ߆ߣいいߣߊいߡߞ塗ࠍࠇޕߥうࠃߩンワޔ߆ߣいいߣߊ

取ޕߚߞߡߞ言߇人ࠅ߬ߞ߿

取

竹Ꮉࠎߐ取 取

取ޕߨࠎ߽ߔߢ状態ߚߌ߿߰

取

ฎᎹࠎߐ取

取 ߡߞ行ߢࠇߘߦ山鹿温沫ߡߒߘޕߢࠎ休ࠎߵߞいߢߐ痛ߩ足ߩߘ

急性皮ޔࠄߚߺߡ見ࠍ適応症ޔߣߞ߰ޔߡߞ入ߦ湯ߪᐲޔࠄߚߺ

膚炎ߡߞޔࡔ࠳ߪ書いߨࠃߣࠆߡ㧔৻ห取 笑㧕ޕ取

取ޕࠃߔߢߚߞ߽ߣߎういうߘޕ㧔笑い㧕ߚߞ߇ࠄ߆ߛࠇߘ

取

⸥者取 取

水ࡐߪンߢࡊ撤去ޔ߆ߔߢࠎࠆߔ排水ޕߪ取

取

ฎᎹࠎߐ取

取 取ޕߔߢࠎࠆ߇ࡊンࡐߥ߈大ߦ坑底ޕߨߔߢうߘ

取

角ࠎߐ取

大ࡐߥ߈ンޕ……ߨߔߢࠄ߆ߚߞ߆ࡊ取

取

竹Ꮉࠎߐ取

取 ᐳࡊンࡐ

※

ࠃ߈ߢࠎㅴߩ払ޔ結局ޕߨࠃߔߢߣࠎߌߢޔ߾ߓߌߛ

ޔ㧝ｍࠄߥ㧝ｍޔ前߫߆何⊖ｍߩ払ޔߎߘޔߣߞ߈ࠆߩ水ޔߦߣߞ

忘.イｍࠄߋいߞ߹ޔ角ߦ掘ޔࠄ߆ߡߞ水ߦߎߘࠍ流ࠆߔߡߏࠆࠇわ
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わࠆ作߆ߟ幾ࠍߟいߘޕߨࠃߔߢߌわߊ置ࡊンࡐߦߎߘޕࠃߔߢߌ

ޔ߽ࠄߚ終え߇払߇ߎߘޔߡߞいߡߍߦࠅ順繰ޕߨߔߢߌ う埋߹

ޔ߽ࠄ߆ࠆ来ߢ状態ࠅ……߇払ߢ状態ߚߒ傾斜ޔߡߞ うޔ後ߩ水

ߢߎߘޔう߽߇水߈湧ޔࠎߡߞ߫ࠆࠇߊߡߞいߡࠇ流ߐਅޔ結局ߪ

ขࠎߌߢߣࠎࠄ߿ߡߞわߘޕߔߢߌうߦߎߘߣࠆߔ㧝ｍ߽ޔ忘.イｍ

߇ޔߡߞ߇߈ߢߪᐲޔࠎߡߞ߫߆ࠃ߾߈ߣߞࠈ作ޔߣߞߔ߽

ޕ߽ߡߒߟߏࠎࠄ入ߩ炭ޔࠄ߆ߡߞ枠作ߩ木ޔ߇߈ߣߞߔߢうࠈ う

炭鉱用語ߢ言うࡐޔߣンߩࡊਅ߇蜂ߩ巣ࠃߩうࠆߣߞߥߦわޕߔߢߌ

直接ࡐߩンߩ߾ߓࡊう߫ࡃࠞߦߎߘޔߡߒઃޔࠄ߆ࠎߌࠆߣߌ蜂

ޔߣߞ߉ๆうޔߪᐲߦߎߘޕߔߢߌわࠆߣߌ開ࠍ穴ߥうࠃߩ巣ߩ

ޔߡߞ߹߇ߎߘޔߨߤߌ߆ߥ߾ߓ微粉炭……߆細ߩ石炭ߦߎߘ

ᐲࡐߪンߦࡊขޔߡࠇࠄ焼߈ಾߩߎߘޔߢޕߨࠃߔߢߣߞࠆ掃㒰ߣ

ߚࠇ߹込ࠅ繰ߦߎߣういうߘޔ߬ߞ߿ޕ……ߢࠎ߽ߥࠎߖ߆ߣ何߆

人ߣߞࠂߜޔߪ辛ࠈߚߞ߆うߣ思うޕߨߔߢ取

取

角ࠎߐ取

取 簡නߦいߣޔ߆ߊいうࠃうࡐߥンޕߥࠎߌߚߞ߿ࡊ取

取

竹Ꮉࠎߐ取

取 ޔいࠄߋ㧠บߩߟ߆外ޔߡߞࡊンࡐ方߽⌀空ߩਃᎹޔߣࠆߔうߘ

߽う払ߩࠎߟߦߩ߽ߩߘうߡ(伴ߡߞ)来ޔߡߒࠅߚࠇߐࠄ水߫ߍ

ߎߘ㧝回ޔ結局ޔߪߣߎいうߣࠆߔ管理߫ߩߘޕߨߔߢࠎߌߚߞࠃ

ߞߖ㧝回ߢߎߘޔߡࠇ入ߦࠇߘޔࠎߡߞ߫߆ߥ߾ߓ袋ߚߕߢ炭ޔߢ

ޔߡߞ㧝回ขߢߎߘޔߢޕࠃߔߢߣࠆ作߫ߣいうߡߞࡓ࠳ޔߡߞ߈

ߎいߥߊ良ߪߣߎいうߣࠆ来ߦߜߞߎߚ߹߇ߟ߿ߚ越えߩߟいߘ

ߒࠎߢߢ現場ޔߪ水対策ߥうࠃいうߣ㧟段㓏ޔ㧞段㓏ޔう߽ޔߢߣ

取ޕߨߔߢߚߞࠃ

取

職種ߟߦいߡ取
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取

⸥者取 取

取ޕ߆ߔߢࠎߥߩ全部繰ߪߩういうߘ

取

取

竹Ꮉࠎߐ取

取 繰߽ߒࠆߔ払߽ޕߔߢࠆߔ払ߡいうޔߪߣㅴޔ߽ߢࠎ う払渡ߞ

߇ߩࠆߔߡߞ前߽ߦߚߔߊߥޔߩࠇߘޔ߇ߔߢߩ払ߪ߈ߣߚ

繰ߡߞいうޕߨߔߢߢࠇ取

取

⸥者取 取

ߪࠇ……⌀写ࠆいߡߒࠅߚߞ張ࠍ夕井ޔ߽ߢ⌀写ޔࠄ߆ࠇߘ

繰ߩ……ޕ取

取

竹Ꮉࠎߐ取

取 ߩう水߽ޔߩߎߘޔߡうࠀߜߌઃࠅߚ当ޔ結局ޕߔߢうߘޔいߪ

ޕߥうࠃࠆߔࡅࡅޔうࠂߒߢߚߞߪߥࠎࠃ言い߈ߞߐޔࠎߌࠆ

ߔߢߣࠎࠄߥߪߦߜう߆ߒ新ޕࠃߔߢߣߞߣࠇう腐߽ߪߩういうߘ

ޔ結局ࠠޔߨࠃ ࠆߣߞߥうߘߢࠈߎߣߚࠇ腐ޔߥうࠃいうߣ類ࠦࡁ

ߟい߇ߟいߘޕࠃߔߢߌわࠆߣߞ載ߩ⋛岩ߩࠄ߆ߦߎߘޕࠄ߆

落ߦవޔߡߞ使ࠍ߆ߣ長い棒ߪᐲޔࠄ߆ࠎࠄ߆ಽ߆(ࠆߜ落)ࠆࠁ

うߘޔ߆いうߣ(木組)ߺߋߎߦߚ新ߚ߹ޔߡߒࡃࠍߎߘޔߡߒߣ

いうߢߩ当ࠍࠅߚઃޔߡߞ߿ߡߌ夕井߇崩落ࠃࠎߖうࠆߔߦわߢߌ

ߌࠎߥࠎࠄ作ޔ߆ߣ何߆ߣ足場ޔߪᐲߪߦߎߘޔߢࠇߘޕߨࠃߔ

ޕࠎߌߢߣࠎߐ流ߪ炭ޕࠃߔߢߌいうわࠎߌߢߣߞᱛߪ࠻࡞ࡌޔߤ

ᱛߪߦ時的৻ߡߞ作ࠍ足場ޔߤߌࠆᱛߪߦ時的৻ޔߣࠆߔうߘ

わࠆ߆ಽߪߎߣߚᱛߣࠆߔうߘޕߡࠇ入ࠍ࠴࠶ࠗࠬߚ߹ޔߤߌࠆ

ߔߢࠎߌ߆ߞ高ߢߎߘޔ߬ߞ߿ޕߣߞ見ࠄ߆࠲ンޔߨࠃߔߢߌ

ޕߡߒ߫ߣߎߥうࠃいうߡߞ足場作ޔߤߌ߆ߥ߾ߓࠄߋ߿ߦߎߘޕߨ
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い߆ߣߌߡߞ持ޔ߆ߣࠇಾ߫ߣࠎߐ長ߩいࠄߊࠎߤ後ޔߣࠆߔうߘ

わޔߡࠇ結局ޔߪ言うࠃうޔߦ繰߽ߢ㗡(ߚ߹)ߣいうޔ߆వ

山ޔࠎߌߔࠄ߅ߩࠎߐవ山ߢߎߘޔߡߒ߇ࠎߐవ山ޔ後向߈

※

ഥޔ

వ

※

㧔߈ߐߌߔ㧕ߘޔߨߔߢ߆ߣういうߘޕࠄ߆ߚߞ߇ߩういうޔ

暷ૐ㧟人߆㧠人ߢ組ޔ߬ߞ߿ߢߎߘޔࠄ߆ߚߞࠃߒߢࠎਅߦ注文ߒ

修ᱜߢࠇߘޕߥうࠃいうߣࠆ߿ߦࠎߐవ山ߩ߇者ߚߌ注文ฃޔߡ

取ޕߨߔߢߚߞࠃ߈いߡߒ

取

⸥者取 取

掘ㅴߣ繰ߪ㆑うޕ߆ߔߢࠎ取

取

竹Ꮉࠎߐ取

㆑うޕߨߔߢ取

取

ฎᎹࠎߐ取

取 掘ㅴ߽ߢ߹ߊߪ新ߒい坑ࠍ作ߡߞい߇ߩߊ掘ㅴޕߢ繰ߘߪ

取ޕߨߔߢ坑維持ޔߩ後ߩ

取

竹Ꮉࠎߐ取 取

坑木ࠆߥߦ脚ޔ結局ޕ曩料ࠆ要߇掘ㅴޕߨߔߢ曩料ㆇ搬ޔߢࠇߘ

ࠆޔߪࠇߘޕߨߔߢういう曩料ㆇ搬ߘޔ߆ߣ梁ࠆߦ夕井ޔ߆ߣ

程ᐲ行߫࡞ޔߪߎߣߚߞ敷߹ޔ߇ࠇߘޔߤߌߊ忘志志ｍࠄߋい

ߢߌわࠎߥ߆いߡうߩいޔࠎߌࠎࠄߣߞ߆敷ߩ࡞ߛ߹ޔߪ時ߩ

ߩ鉄ߣ鉄ޔߣߞ߉いうߡߞ߆ߋ投ߢ㧟ߩ㧞ޔ㧝ޔߣࠆߔうߘޕࠃߔ

場ว߽ߪう跳ߨ返ߓޔߢࠇߘޕߨࠃߔߢߣߞߊߡߞわߣߞ置ߡߌ言

わ߽ޔߩ࠲ࡔޔ߾ߜߞߚࠇう 外イ送普 ߶ޔߨߔߢߣߞ߉ࠆߥ߆ߣ

ߞ߉㆑うߩ背߇ࠇߘޕࠃߔߢߌわࠎߥ抱えߢ㧠人ޔ㧟人ޔߡߎߥࠎ

߿遭わ߆ߟ߈ߣߞߕߪࠎ遭う߽߆ߟ߈ޔߡ㆑うߩンࠬࡃޔߣ

ᚑ木ߊいߡ坑߫支えߩ後ߚߞ掘ߦࠇߘޕߨߔߢߌわࠆߥߡߏࠎ
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(なるぎ)とか、いろんな、雑木的なそういうのが必要になってくる

わけですね。 

 

古川さん 

 だから仕繰も、掘進のための仕繰と、それから払関係の仕繰って、

結局そういう……材料運搬がほとんどなわけね。掘進の場合も大体

１ｍごとに掘り進んで、今度はそこに枠を張って。で、その当たり

を付けて、新しいとこずっと堀り進んでいくけんど、一方大体４人

～６人ぐらいで作業していく中で、一枠張れば、脚が２本、梁が１

本とか、それから当たり付けに、こういう切り張りとか、いろいろ

雑木でどんくらい要るかっていうと、計算して、その計算の中でそ

れに見合う材料を持っていかないかん人が、仕繰ですね。 

 払の場合は、新しい自走枠を作ったり、設備したり。それから今

度は、払が終わったら今度、そういう枠を今度は解体して、また修

理とかいろいろ坑外に上ぐるための、搬入、搬出。で、掘進の仕繰

と、また払の仕繰、作業が違うんですね。ほとんどは坑道維持の仕

繰作業もあるし。 

 

竹川さん 

 嬉しかつはあれですね、前方（まえかた）がなぐれ

※

たときですね。 

 

古川さん 

（笑い）なんで？ 

 

竹川さん 

 結局、今日は幾つ行くっていうわけですよ、もう、繰り込み場で。

何本切るって。そうすると機械とか何とかの、崩るるわけですよ。

そうすると、もうヘッド部とエンド

※

部は、もうどんくらいかの仕

事ば、そのくらいの仕事ばしてくれとるわけですよ。そこで機械が
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崩るるぎっと、その払はそこでもう止まるわけですよ。そうすると

後方は、止まっとっとば聞いとるけん、ああ、そんなら今日はヘッ

ド、エンドでんがら、こんくらいぐらいはしとるけんがら、俺たち

が仕事は、後こんくらいぐらいすっと、もう楽ぞ、というような。

そういうときは嬉しかですね。前方の足引っ張るごとある風なあれ

かもしれんばってん。そんくらいおろ(少なく)すっとよかわけです

よ。ばってん、そういうときは一ちょ余計切ったりとか、もう、

自分どんで決めたというよりも、一ちょのカッターの部分だけの

払うてくるしこは、余計しとくと、後はもう間違いなかったですも

んね。 

 その代わり、良かったって、天井はそのままで、下から盤膨れ

※

（ばんぶくれ、以下同）のあるぎっと、梁半分と言わん埋まっとる

けんがら、その梁ば取ろでつすっとが、やおなかっ(簡単でなかっ

た)ですよね。結局、電気なら強かばってんがら、電気使うとでけ

ん。電気はもうカッターとか、ロードヘッダーとか、そういうとこ

だけで、後はもう全部エアーですよ。それか手巻きで、３トンレバ

ーとか、６トンとか、そういうので引っかけて、後に捨つるていう

ことばしよったけんですね。 

  そっで、一番嬉しかったのはそげんかこつで。ばってん、盤膨れ

して、やっぱ、取りにくかっていうか。鉄柱でん何でん、ほんなこ

て先に打っとる鉄柱どま、もう、頭だけ 50cmぐらい出とる。抜柱

するときに、いかっとっと(埋まっているもの)の方が長かけん、ど

げんやって取ってやろうかっていうことで。捨つるわけにはいかん

ですよね。それで、一番最後に私たちが立て付けしかかった頃に、

一番よか鉄柱は、アルミでできた鉄柱のでけとったですもん。軽量

鉄柱ていうて、炭鉱では言いよったですね……。そんで、ヤマもだ

んだん少のうなって、そういうとば作る会社も少のうなってきて、

後から、もう鉄柱もどげんなったかも分からん。 
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